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「
農
山
漁
村
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
」
を
鑑
み
た
「
鳥
獣
被
害
対
策
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

国
民
の
生
活
、
特
に
食
生
活
に
と
っ
て
、
わ
が
国
の
農
林
水
産
業
は
絶
対
に
不
可
欠
で
あ
り
、
国
民
の
生
活
さ
ら
に
は
産
業

に
と
っ
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
国
産
化
は
必
須
で
あ
る
。
農
林
水
産
業
を
守
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
国
産
化
に
も
資
す
る
包
括
的
か

つ
地
域
生
活
に
根
ざ
し
た
き
め
細
か
い
対
策
は
緊
急
を
要
す
る
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

昨
今
、
農
林
水
産
業
に
お
け
る
鳥
獣
被
害
が
深
刻
化
し
、
そ
の
被
害
金
額
は
年
間
二
百
億
円
強
と
推
計
さ
れ
、
鳥
獣
被
害

は
営
農
意
欲
を
減
退
さ
せ
、
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
の
原
因
と
も
な
り
被
害
金
額
だ
け
で
は
な
い
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
理
解
で
よ
い
か
。

二

平
成
二
十
四
年
三
月
、
鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
の
法
改
正
が
、
全
会
一
致
に
よ
り
可
決
・
成
立
し
た
。
改
正
の
概
要
と
し

て
、
住
民
に
被
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
等
の
対
処
、
市
町
村
長
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
へ
の
要
請
、
捕
獲
等
に
係

わ
る
人
材
の
確
保
に
資
す
る
た
め
の
措
置
、
さ
ら
に
財
政
上
の
措
置
な
ど
が
明
記
さ
れ
、
平
成
二
十
五
年
度
予
算
概
算
要
求

で
は
、
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
交
付
金
と
し
て
百
五
億
円
が
計
上
さ
れ
、
捕
獲
、
侵
入
防
止
、
環
境
整
備
を
組
み
合
わ
せ

た
総
合
対
策
に
着
手
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。

一



こ
の
理
解
で
よ
い
か
。

三

平
成
二
十
五
年
、
農
村
地
域
力
発
揮
総
合
対
策
交
付
金
（
百
十
四
億
円
）
の
一
部
も
鳥
獣
被
害
予
防
的
対
策
に
充
て
る
措

置
が
な
さ
れ
た
。
具
体
例
と
し
て
は
、
生
息
環
境
の
整
備
（
野
生
鳥
獣
が
好
む
実
を
つ
け
る
広
葉
樹
の
植
林
）
、
山
際
の
草

を
刈
り
取
っ
た
緩
衝
帯
あ
る
い
は
保
護
柵
の
設
置
な
ど
に
充
当
さ
れ
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
た
と
さ
れ
る
。

こ
の
理
解
で
よ
い
か
。

四

鳥
獣
保
護
法
、
自
然
と
の
共
生
・
動
物
愛
護
、
あ
る
い
は
狩
猟
法
・
銃
刀
法
な
ど
を
も
鑑
み
、
鳥
獣
被
害
対
策
に
お
い
て

は
予
防
的
措
置
の
重
要
性
が
増
し
つ
つ
あ
る
と
さ
れ
る
。

こ
の
理
解
で
よ
い
か
。

五

平
成
二
十
六
年
、
農
山
漁
村
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
が
施
行
さ
れ
た
。
同
法
は
「
農
山
漁
村
に
は
、
土
地
、
水
、
バ
イ

オ
マ
ス
、
そ
の
他
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
発
電
の
た
め
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
源
が
存
在
し
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
発
電
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
農
山
漁
村
の
活
性
化
を
図
る
」
と
し
て
い

る
。
こ
の
理
解
で
よ
い
か
。
ま
た
、
同
法
の
理
念
は
「
地
方
創
生
」
に
通
ず
る
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

六

農
山
漁
村
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
の
理
念
（
「
農
林
漁
業
の
健
全
な
発
展
」
、
「
農
山
漁
村
の
活
性
化
」
等
）
は
、
鳥

二



獣
被
害
防
止
特
措
法
の
そ
れ
に
通
ず
る
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

七

農
山
漁
村
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
で
は
「
地
域
の
関
係
者
の
相
互
の
密
接
な
連
携
、
地
域
の
農
林
漁
村
の
健
全
な
発
展

に
必
要
な
農
林
地
並
び
に
漁
港
及
び
そ
の
周
辺
の
水
域
の
確
保
等
」
が
必
要
と
さ
れ
、
同
法
で
は
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
の
整
備
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
基
本
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
の
提
案
を
、
市
町
村
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
市
町

村
は
基
本
計
画
の
作
成
及
び
実
施
に
必
要
な
協
議
を
行
う
協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
協
議
会
の
構
成
員
と
し
て
は
「
�
基
本
計
画
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
市
町
村
、
�
当
該
市
町
村
の
区
域
内
に
お
い
て
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
を
行
お
う
と
す
る
者
、
�
当
該
市
町
村
の
区
域
内
の
関
係
農
林
漁
業
者
及
び
そ
の
組

織
す
る
団
体
、
関
係
住
民
、
学
識
経
験
者
そ
の
他
の
当
該
市
町
村
が
必
要
と
認
め
る
者
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
誰
で
も

（
法
を
遵
守
し
、
地
元
に
資
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
）
「
基
本
計
画
」
を
市
町
村
に
提
出
し
、
協
議
会
構
成
員
に
な
る
こ
と
が

で
き
る
、
と
理
解
し
て
よ
い
か
。
わ
が
国
に
居
す
る
外
国
人
、
外
国
企
業
日
本
法
人
の
場
合
は
ど
う
か
。

八

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
を
行
お
う
と
す
る
者
が
「
鳥
獣
被
害
予
防
的
措
置
を
要
す
る
農
地
に
て
、
営
農

に
資
す
る
形
の
太
陽
光
発
電
施
設
を
設
置
し
、
そ
の
農
地
の
周
囲
の
防
護
柵
に
、
鳥
獣
被
害
の
予
防
に
資
す
る
太
陽
光
パ
ネ

ル
の
設
置
」
を
計
画
し
、
市
町
村
に
提
案
し
、
市
町
村
が
協
議
会
を
開
催
し
た
場
合
、
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
の
対
象
と

三



な
る
か
。
例
え
ば
、
防
護
柵
の
上
部
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
（
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
の
柵
の
上
部
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
の
庇
の
形
で
外

側
に
突
き
出
し
た
型
（
「
猿
返
し
」
の
イ
メ
ー
ジ
）
）
の
設
置
な
ど
を
計
画
し
た
場
合
、
鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
の
対
象
と

な
る
か
。
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
交
付
金
の
鳥
獣
被
害
防
止
の
取
組
に
対
す
る
支
援
（
ハ
ー
ド
対
策
）
補
助
率
二
分
の
一

の
対
象
と
な
り
え
る
か
。

九

鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
交
付
金
の
概
要
に
よ
れ
ば
、
侵
入
防
止
柵
を
自
力
施
工
す
る
場
合
、
資
材
費
相
当
分
の
定
額
補

助
は
可
能
と
あ
る
が
、
「
自
力
」
の
範
疇
は
何
か
。
協
議
会
あ
る
い
は
協
議
会
の
構
成
員
は
「
自
力
」
に
含
ま
れ
る
と
の
理

解
で
よ
い
か
。

右
質
問
す
る
。

四


